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「肱川あらし」 に おける霧の立体構造と風 に関する数値実験
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1 ，は じめに

　本研究は、愛媛県大洲市で 出現す る肱川 あらし

に伴 う霧 の発生 メ カ ニ ズ ム とそ の 立体的構造 を調

査するために，名大雲解像モ デル CReSS を用い そ

の 再現 を試み た。現地で観測 され る霧 の 上限高度

や発生時間は，筆者 らに よ る移動気 象観測及 び セ

ス ナ機に よる の空撮で ，そ の 全貌が捉え られて い

る 。 また ， 黒瀬 ら （1988）に よるラ ン ドサ ッ トか

らの 大 洲盆地 の 霧の 水平分布 が示 され て い る （図

1 ）。そこ で ，今回，大気境界層内の放射過程を取

り込んだ数値計算に より霧 の 発生が確認 されたの

で 以 下に報告す る。

図 1 ．ラ ン ドサ ッ トデ ー
タか ら求 め た 大洲盆地の 霧 （黒瀬 ら，1988）

2 ，肱川 あら しと霧

　大沸盆地に堆積 した放射冷却によ る霧が 唯
一

の

出 口 で ある肱川 に沿 っ て ，瀬戸内海に流失す る際，

狭 い 谷 間を通過 し加速 ， 強 い 霧 を伴 っ た 「あらし」

になる現象 。 図 2 に見 られ るよ うに ， 長浜河 口付

近で は，盆地か らの移流霧 と川面か らの 蒸気霧が

混 ざり合い 伊予 灘に流れ 出て い く様子 がわか る 、

図 2．河 ロ付 近の 霧の ＝ 重構造 （移流霧 と蒸気霧の 混合，嵐展望台よ り），

サ ーモ グラ フ ィ
ーに よ る霧の 温 度 （約 5℃，2014／12／5現地観測）

3 ．数値計算の設定 （放射過程の有り無し）

　水平格子間隔 300m，387× 387，垂直 57 格子 。

2010年 1月 17 日午前 3 時か ら 4 日間 と 6 時間 ，

30 分ご と出力。CReSS，東北大学 NEC 製 SX−9，
霧 か らの 放射課程無 しの 場合，実時間 2Pl ，有 り

の 揚 合 4 日 ほ どか か っ た。こ の 計算は，NHK が

取材を し，TV 放鋏 し た 同 19 日 の 大きな嵐を想定

した 。 放射過程 「有 り」 とは ， 地球 の ＝ ネル ギー

収 支にお い て 波長 を分捌 し ， それ ぞれ の 波長帯で

フ ラ ッ ク ス を計算，直達光 と散乱光の 分離，主要

7 気 体の 吸収，分子や雲 ・
エ ア ロ ゾル 粒子に よる

散乱 な どを考慮 した も の を指す。

図 3 ．水平格子間隔 3GOm、放射過程ありの 計算結果

30舳 まで の 霧の 積算値 と地表風 （2010年 1月 19 日 午前 6時 30分）

　霧層内の 放射課程を考慮 した結果が図 3 で ある。

こ の 図は，図 1の 観測結果 と類似 して い る。放射

課程 を考慮 しない とこ こ まで 霧 の 量は増加 しない。

5 ，まとめ

　放射過程有 り無 し の 計算結果 を霧 ・風に つ い て

比較検討 し た結果 ， 肱 川 あ らしの 風の 強 さは，霧

の 発生 に よ っ て よ り強 くなる こ とがわか っ た 。 霧

は ， 水平 格子 間隔を 300m に した こ とに より，明 ら

か に霧 と して 発 生す る こ とを確認 した 。

　発表当 日は，肱川に沿 っ た垂 直断面の 霧濃度の

鉛直分布 ， 大洲盆地内の 同霧濃度の 鉛直分布 を示

しな が ら，嵐の お ける霧 の 立体構 造を報 告す る。
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